
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉かずや 平成 28 年度政務活動費収支概要 

収入 

項 目 金 額  

政務活動費 1,800,000  月 150,000 × 12 ヶ月 

支出 

項 目 金 額  

調査研究費 522,424 2 期生議員大津市議会視察、会派行政視察（5・7・3 月）など 

研修費 128,347 全国市町村国際文化研修所（2 回）地方創生フォーラム など 

資料購入費 78,528 新聞購読料 3 誌 書籍購入 など 

広報費 472,990 明日の福井をつくる会編集・印刷・新聞折り込み料、広報印刷費 

要望・陳情活動費 49,908 中央要望活動（国会議員会館など） 

事務所費 333,331 事務所賃借料・電気料・共益費・コピー代・文房具・通信費 

人件費 0  

合   計 1,585,528  

           ２１万６５０３円返還しました。 

 

〇視察や研修会の報告については報告書の提出のほか、議会質問などで取り上げてきました。 

〇福井市議会政務活動費運用マニュアルに基づいて領収書の添付や報告書の提出を行っていま

すが、活動費の運用については他市町議員による不正使用が問題となり、厳正な使い方とチェ

ック機能の強化が全国的な課題となっています。議員の一人として、また福井市議会としても

市民に理解が得られるよう運用上の課題を整理検討していきます。 

福井市都市交通戦略の見直しについて 

◆泉：福井市都市交通戦略では６軸で幹線を作っているが、本来８軸で構成し軸間をコミュニテ

ィーバスなどでフィーダー化するのが理想と考える。さくら通りは、えちぜん鉄道高架により

東西交通の流れがスムーズになった。福井市東部とまちなか、福井市西部を一本で結んでおり、

路線バスの幹線を設定すべきではないか。 

 

◎都市戦略部長：社会情勢の変化、市民の移動ニーズそのものも変わってきているのではないか

と思う。新幹線開業にともなう並行在来線の開業も始まることから福井市を取り巻く公共交通

ネットワークは大きな転換点を迎えている。そのような状況の変化をとらえ都市交通戦略を見

直していく中で、乗り継ぎ拠点の整備や幹線軸、フィーダー線の構築について実態をとらえな

がら様々な検討をしていく。 

泉和弥事務所 ： 〒９１８－８２３１ 

福井市問屋町１－１０ ユニックスビル１F－１１

２ 

 ☎ 090-8268-0454  Mail : izumikazuya.civ@gmail.com 

次回・泉和弥 活動報告会のご案内 

平成３０年２月１８日（日曜日）午前１０時３０分～ 

場所 福井問屋センター ホール 

※ 上記の日時、場所にて計画をしております。 

まちなかと地域を結ぶ交通について（12 月議会質問・抜粋） 

すまいるバスの運行について 

◆泉：１００円で走るまちなかの足、すまいるバスは市民に定着しているが、ここ３年間の利用

者の推移はどのようになっているのか。 

 

◎商工労働部長：利用者数は平成 19 年度の 54 万 9 千人が最高 

だったが、以降毎年 4％前後で減少傾向にある。今年度は、前年 

同時期に比べ 6. 3％の減少となっている。人口減少、高齢化と 

いった要因もあるが、根本的な見直しが必要と考えている。 

 

◆泉：昨年は福井駅西口広場の交通結節機能が向上したにもかかわ 

らず減少が止まらないのは問題である。また、すまいるバスの走っていない地域からは、運行

要望が高いが、系統を増やす考えはないか。 

 

◎商工労働部長：11 月にすまいるバス検討会を設置したのでこの中で的確な原因把握を行い来

年秋には対策を具体化したい。この中で一周 30 分というダイヤ、百円均一といった前提を守

りながら、ルート、ダイヤの大幅な変更を考えていきたい。 

市政に関する要望、相談は、お気軽に 

☎   ０９０－８２６８－０４５４ 

メール :  izumikazuya.civ@gmail.com 

ＦＡＸ ０７７６－５３－４６５９  まで 

泉かずやのあんなこと 

   こんなこと更新中 

政務活動費について 


